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一
票
　
遠
慮
ぜ

使
ひ
ま
し
ま
ー

昭
和
四
年
四
月
十
五
日
護
符
　
。

籍
謂
競
讃
。

由
　
　
治
∴
∴
邸

印
刷
人
　
吉
　
　
山
　
　
高
　
　
怒

数
行
所
　
京
都
府
綴
喜
郡
出
邁
町
役
場

何
よ
り
の
原
動
力
を
な
る

国
連
町
長
　
吉
山
虎
三

着
、
窓
々
本
月
言
よ
り
新
年
度
に
入
り
ま
し
た

諸
君
も
御
承
知
の
通
り
合
計
年
度
は
、
其
年
の

四
月
一
日
に
始
り
翌
隼
の
三
月
三
十
一
日
を
以

て
終
る
の
で
あ
り
ま
す
、
擦
算
は
本
町
の
外
に

度
合
、
各
暇
費
、
組
合
病
院
、
水
利
、
、
水
防
、

筒
武
食
費
等
合
せ
て
拾
室
の
各
別
々
の
世
帯
を

預
か
っ
て
居
り
ま
し
て
、
其
本
年
度
壕
算
は
、

去
る
二
月
中
旬
よ
土
二
月
上
旬
迄
に
夫
々
所
属

議
員
に
よ
っ
て
、
決
議
さ
-
れ
た
辞
で
め
り
ま
す

其
の
醸
算
の
内
容
は
後
よ
り
申
上
げ
る
事
に
致

し
ま
し
て
、
本
月
二
十
五
日
は
町
曾
議
員
の
改

選
で
あ
り
ま
す
が
故
に
、
先
づ
以
で
避
寒
に
薪

で
一
言
申
上
げ
た
い
ざ
存
じ
ま
す
。

こ
、
今
回
の
選
馨
は
縫
蕊
と
異
ひ
、
普
通
選
壁
で

あ
り
ま
し
て
、
縫
っ
て
有
権
者
の
数
も
従
妹
に

比
し
著
し
く
増
加
し
て
居
り
ま
す
、
曲
の
避
寒

は
誠
に
劃
期
的
の
も
の
で
む
♭
ま
し
て
、
た
ゞ

に
有
撥
番
数
の
激
増
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
時
代

の
思
潮
が
馨
し
く
襲
化
し
て
居
る
点
に
於
で
其

結
果
は
一
段
き
興
味
を
そ
ゝ
る
聾
で
あ
る
ぅ
主

存
じ
ま
す
、
申
迄
も
な
く
新
選
碁
港
に
於
で
は

縫
泰
の
如
き
戸
別
訪
問
を
禁
止
さ
れ
て
居
る
の

で
あ
り
ま
す
○

然
し
町
曾
議
員
の
避
寒
は
衆
議
院
議
員
や
、
府

曾
議
員
の
そ
れ
ご
異
ひ
、
極
め
て
狭
さ
範
囲
に

於
て
行
ふ
も
の
で
め
り
ま
す
、
換
言
す
れ
ば
日

常
相
接
し
人
物
、
徳
望
、
手
腕
馨
を
克
く
知
っ

て
居
を
間
柄
に
於
で
、
選
碁
を
す
る
、
の
で
あ
り

ま
す
る
か
ら
し
て
、
戸
別
訪
問
は
禁
止
さ
れ
華

も
三
雄
も
、
必
ず
し
も
言
論
、
文
章
の
み
を
以

て
し
て
雌
雄
を
決
す
る
事
は
出
泰
な
い
き
存
じ

ま
す
、
今
日
院
に
本
町
内
に
め
り
ま
し
て
も
議

員
選
壁
の
噂
話
が
高
い
様
に
存
じ
で
屠
h
ソ
ま
す

私
が
¥
ッ
ラ
く
思
ひ
ょ
す
る
に
、
時
代
の
進
捗

¥
欝
達
て
」
共
に
自
治
檻
の
行
嫁
苺
務
が
、
非
常
に

煩
雑
に
な
っ
て
居
り
ま
し
て
、
縫
っ
て
巽
衝
に

倍
か
我
々
雪
見
二
間
は
勿
論
の
韓
で
あ
り
ま
す

る
が
、
雌
に
参
輿
¥
さ
れ
る
町
曾
議
員
各
位
が
、

時
代
の
進
展
に
伴
ひ
、
十
分
に
町
村
自
治
の
図

滴
な
る
馨
蓮
を
回
ら
れ
る
圭
一
ロ
ム
夢
が
町
接
尾

の
第
一
義
で
あ
る
ご
存
じ
ま
す
。

今
日
町
村
の
進
歩
稜
蓮
は
、
時
勢
の
切
な
る
∴

要
求
で
あ
り
ま
し
て
、
産
業
の
興
隆
、
教
育
の

進
捗
、
生
活
の
合
理
化
等
一
さ
し
て
、
町
民
重

体
の
共
同
生
活
の
鞍
蓮
に
ま
だ
な
い
か
の
は
無

い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
之
の
賞
現
は
町
曾
議
員

も
の
で
め
り
ま
す
、
そ
れ
政
に
有
様
者
諸
君
も

其
見
地
か
ら
御
岳
の
、
代
表
者
を
選
ん
で
戴
か

ぬ
ば
な
ら
ぬ
ご
存
じ
ま
す
。

言
ふ
迄
も
な
く
町
村
自
治
は
、
彼
の
衆
議
院
や

府
合
さ
大
分
に
其
趣
き
が
異
な
っ
て
居
り
ま
す

只
輩
に
口
舌
、
名
論
の
み
を
以
て
自
治
の
成
績

は
馨
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
本
町
に
於
き

ま
し
て
も
町
民
憐
保
の
関
係
極
め
て
深
く
、
町

合
の
醸
袋
は
勿
論
の
事
其
他
其
議
題
に
募
る
も

の
は
事
の
大
小
を
問
は
す
悉
く
町
民
に
、
直
接

影
響
を
輿
ふ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
町
村
の

自
治
は
議
論
よ
り
も
貰
際
に
垂
零
を
撞
き
、
図

滴
を
主
ま
し
て
戴
き
度
い
き
存
ず
る
の
で
め
り

ま
す
、
若
し
町
食
肉
に
襲
派
的
な
分
野
が
生
れ

た
り
、
叉
は
議
論
を
圭
に
し
て
碇
ら
に
名
論
を

弄
ぶ
三
毒
ふ
風
な
軍
に
な
り
ま
し
て
は
、
最
早

町
の
鞍
展
は
思
ひ
も
よ
ら
ず
、
計
ら
ざ
牟
混
乱

不
幸
に
陥
ら
ん
さ
も
限
ら
な
い
の
で
め
り
ま
す

典
故
に
皆
擬
が
議
員
を
お
選
び
下
さ
る
に
残
で

も
一
に
愛
町
の
精
融
を
以
て
、
賞
際
的
に
町
蚊

の
伸
張
を
靭
工
夫
下
さ
る
人
々
を
、
お
よ
り
下

さ
ら
ん
夢
を
呉
々
も
お
願
致
す
の
で
め
り
ま
す

本
部
内
で
も
或
町
村
に
よ
り
ま
す
き
、
尤
も
深

い
軍
備
が
含
ま
れ
て
居
る
関
係
も
あ
り
ま
し
ょ

う
が
、
一
町
村
内
で
東
西
に
別
れ
、
南
北
に
樹

立
し
て
相
寧
ふ
が
如
意
軍
を
耳
に
す
る
の
で
め

り
ま
す
が
、
之
は
自
治
欝
蓮
の
根
本
義
よ
り
し

て
陶
に
忌
む
べ
き
現
象
呈
香
わ
な
け
れ
ば
介
㌻
り
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ま
せ
ん
○

兎
角
談
笑
の
種
に
議
事
を
決
す
る
こ
な
町
村

自
治
の
最
か
美
ほ
し
さ
状
態
で
あ
う
ざ
存
高
ま

す。
三
、
私
は
今
期
の
改
選
に
瞭
・
し
て
選
馨
さ
れ
る
人
、

避
寒
す
る
人
、
共
々
に
骨
太
直
る
自
覚
を
要
す

る
事
を
叫
び
た
い
の
で
め
り
ま
す
。

先
づ
選
基
氏
諸
君
は
蛇
田
遽
町
は
お
互
の
町
∴

自
分
蓮
の
町
で
あ
る
三
三
自
覚
を
持
っ
て
戴

き
た
い
、
雌
の
白
露
が
め
り
さ
ゑ
す
れ
ば
篤
に

な
ら
巧
い
人
を
避
寒
す
モ
様
な
藷
は
尊
い
の
で

め
り
ま
す
、
我
々
の
代
表
で
あ
る
か
ら
自
分
達

ノ
の
聾
を
克
く
聞
く
人
、
即
ち
恩
賞
熱
心
や
徳

望
の
有
る
人
を
選
ぶ
事
に
な
り
、
町
倉
が
恩
賞

な
る
徳
望
家
の
/
-
集
り
な
れ
ば
、
由
蓮
町
が
完
全

に
、
鬱
屈
さ
し
向
上
も
す
る
事
は
必
然
で
あ
り

ま
す
、
、
亦
避
寒
さ
れ
詰
る
議
員
は
、
申
迄
も
無

く
自
治
体
の
柾
で
あ
っ
/
て
町
民
の
代
表
で
ゐ
l
る

以
上
、
町
全
体
の
聾
を
良
く
聞
き
、
慎
重
長
芋

:
に
替
り
、
営
届
き
相
謀
り
善
感
し
て
い
た
ゞ
か

ね
は
な
り
ま
せ
ん
、
殊
に
名
馨
聴
き
わ
あ
僕
の

別
名
で
あ
る
き
解
羅
し
て
、
自
分
は
町
の
公
僕

で
め
で
公
僕
で
あ
る
、
以
上
町
の
努
に
は
、
濠

事
の
用
が
め
つ
で
も
勉
め
て
出
席
し
、
如
何
な

る
努
力
も
勘
ふ
塵
の
襲
悟
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ざ
存
じ
な
す
、
要
す
る
に
町
の
自
治
は
、
一

家
の
世
帯
ざ
同
じ
く
何
を
措
い
て
も
自
治
の
圃

清
澄
蓮
を
配
る
宣
言
ふ
韓
が
、
第
一
ざ
信
じ
ま

す
投
に
今
期
の
改
選
に
は
特
に
良
治
体
の

を
知
る
、
恩
賞
熱
心
子
人
格
者
を
お
選
び
下
さ

る
轟
を
切
望
す
る
の
で
め
り
ま
す
〇

四
、
攻
に
登
記
所
問
題
を
申
上
げ
ま
す

前
鞍
点
申
上
げ
て
瞳
き
よ
し
だ
如
く
、
其
後
各

関
係
相
の
諒
解
を
求
め
ま
し
て
、
愈
々
本
年
度

に
於
で
新
築
す
る
事
に
決
定
し
な
の
で
め
り
ま

す。
-
新
築
費
の
支
出
方
法
は
百
に
鞠
す
る
五
十
五
は

関
係
相
よ
り
寄
附
を
願
ひ
、
本
町
は
四
十
五
の

割
合
で
支
出
す
れ
ば
よ
い
露
で
日
下
敷
地
を
物

色
し
て
居
る
最
中
で
め
り
ま
す
。

何
亦
道
路
問
題
に
一
番
焦
眉
の
急
を
要
す
る
省

、
線
踏
切
よ
り
、
本
街
道
に
適
ず
る
府
道
編
入
に

へ
聞
し
て
鷹
合
議
員
の
西
村
氏
に
種
々
府
に
向
つ

・
で
す
お
骨
折
下
さ
っ
た
の
で
す
か
、
府
の
都
合

上
本
年
度
通
常
鷹
合
に
は
貰
現
せ
な
か
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
ろ
が
、
其
後
引
績
き
お
奔
走
を
願

っ
て
日
下
の
慶
で
は
順
調
に
進
捗
し
、
重
ハ
月

の
臨
時
鷹
合
に
わ
都
合
よ
く
通
過
す
る
見
込
で

あ

り

ま

す

○

　

　

　

　

　

　

　

鴫

去
月
九
日
に
府
の
土
木
部
長
殿
が
貸
地
を
戯
蒸

さ
れ
ま
し
て
、
種
々
譲
明
を
し
て
居
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
、
愈
々
之
が
貰
現
す
れ
ば
勢
ひ
追
加

徴
収
を
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
蠣
序
に
な
り
さ

す
る
か
ら
し
て
、
諸
君
も
巽
の
場
合
は
戸
数
割

が
増
額
す
る
と
も
御
奮
蛋
下
さ
い
。

五
つ
山
域
因
襲
分
場
腫
脹
問
題

去
る
大
正
十
二
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
事
は
院

に
御
承
知
の
通
直
で
あ
り
ま
し
て
、
本
町
は
年
¥

々
八
有
余
の
敷
地
料
を
支
掛
っ
て
居
っ
た
の
で

め
り
ま
す
、
雌
の
敷
地
料
を
四
五
年
以
前
よ
り

府
に
移
譲
し
て
貴
ぶ
ぺ
く
営
局
が
奔
走
さ
れ
つ

ゝ
一
)
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
る
が
種
々
な
る
導

情
の
徳
に
、
巽
の
貸
現
を
今
日
迄
見
る
醇
が
出

泰
な
か
っ
た
の
で
す
、
昨
年
夏
以
来
再
三
府
藤

に
愛
車
、
い
ろ
/
I
ヽ
ぉ
願
ひ
致
し
よ
し
だ
結
果

愈
々
本
年
度
よ
り
府
に
移
譲
さ
れ
る
導
に
決
定

な
っ
た
の
、
で
、
あ
っ
ま
す
、
今
回
該
分
場
が
三
度

二
畝
歩
擾
張
さ
れ
る
に
つ
き
、
都
農
告
ぎ
経
験

致
し
ま
し
て
、
郡
度
合
が
頓
張
反
別
を
買
収
さ

れ
其
の
年
額
々
本
町
が
郡
度
合
に
寄
附
(
是
は

.
龍
一
廃
止
の
場
合
は
本
町
に
返
還
の
契
約
)
し

臆
で
賞
現
し
た
辞
で
あ
り
ま
す
。
二

其
他
中
上
度
い
お
話
が
津
山
あ
い
ま
す
が
、
紙

/
面
の
都
合
上
本
町
譲
算
の
説
明
を
概
略
申
上
げ

ま
し
て
等
を
掴
ま
す
〇

六
、
先
つ
歳
出
の
方
よ
り
説
朗
を
致
し
ま
す

一
、
荊
軽
費
　
金
九
拾
園
は

、
各
彊
三
魁
に
年
三
回
の
お
縁
が
め
り
ま
し
て

其
筋
の
卿
撰
簡
品
料

二
、
合
議
賞
　
金
嚢
百
試
拾
七
回
は

年
に
約
十
回
臆
の
曾
議
を
開
き
ま
す
時
の
議
員

費
用
灘
償
ご
其
合
議
に
要
す
る
書
紀
給
料
き

鈴
築
用
紙
代

三
、
役
場
貸
　
金
八
千
五
官
垂
拾
園
の

内
∴
謹
白
　
∴
、

金
登
千
百
六
掩
七
回
は

町
長
つ
名
馨
助
役
、
彊
長
、
代
理
者
、
寧



‾日五十月四年四和昭

務
委
員
及
商
工
農
調
査
委
員
の

▲
了

曲蓮町報第四践
ヽ
l
ノ

食
ノ

「
白
眉
‖
軸

金
参
千
四
苗
四
輪
四
囲
は

有
給
助
役
、
収
入
役
書
紀
雇
員
の
給
料

金
藍
千
四
百
七
輪
墓
園
は
ー
∴
∴
-
/

名
馨
職
貸
費
灘
償
、
有
給
吏
員
旅
費
、
役

場
各
彊
使
丁
給
料
、
臨
時
傭
人
料
、
有
給

東
員
役
場
使
丁
賞
輿
金

-
金
武
千
九
拾
六
回
は
∴
、

備
品
簡
耗
品
印
刷
費
、
、
通
信
運
搬
費
、
賄

費
借
地
料
、
電
燈
費
竃
諸
費
、
文
具
料
雑

要
等

金
塞
百
五
振
回
は

役
場
駈
桂
所
の
所
々
修
繕
費

四
、
土
木
費
/
　
金
五
百
回
は

町
道
修
繕
、
橋
梁
修
繕
箆

五
、
小
撃
校
費
　
金
萱
萬
四
千
九
拾
九
回
の

内
　
　
琵

く
金
七
百
八
拾
園
は

専
任
教
員
の
給
料

金
武
百
九
拾
四
囲
は

旅
費
手
営
、
恩
給
基
金
賞
輿
、
住
宅
料
、

盛
徳
奨
励
費

金
登
首
輪
五
回
は

備
品
消
耗
品
、
電
燈
襲
雑
費
馨

七
.
青
年
訓
練
所
費
　
金
六
百
四
輪
憂
国
の

ふ
　
内
‥
∴
諮

金
武
百
八
輸
入
団
は
　
i

組
頭
襲
他
役
員
及
滑
助
手
出
場
手
管
ご
賞

輿

内

　

　

繹

　

}

金
軽
蔑
五
百
憂
拾
園
は

∵
畢
校
蒐
生
十
三
人
の
給
料

金
登
千
五
両
競
輪
六
回
は

旗
裳
、
住
宅
料
、
使
丁
給
料
傭
人
料
、
恩

綺
基
金
手
営
、
賞
輿
生
徒
奨
励
費
、
治
癒

費

　

　

　

　

/

令
室
千
八
百
七
輸
入
国
は

備
品
消
耗
品
通
信
費
、
電
話
費
賄
料
、
雑

費
樹
栽
奨

金
登
百
六
拾
五
回
は

校
合
屋
根
の
修
繕
費

六
、
貸
業
補
習
畢
梗
潰
金
登
千
首
八
拾
九
回
の

内
　
　
議
∵

金
参
百
四
拾
六
回
は

教
練
指
導
員
給
料

金
六
拾
園
は

諮
習
、
旅
費
及
賞
輿

¥
金
武
百
参
給
七
園
は

備
品
沼
耗
品
邁
僑
費
、

隼
徒
奨
励
穀
、
旅

環

八
、
地
方
改
良
費
　
金
四
百
四
輪
園
は

敬
藷
官
費
、
教
育
奨
励
費
、
青
年
団
魔
女

食
、
購
入
官
命
講
習
謹
話
曾
補
助

九
、
倍
染
病
醸
防
壁
　
金
丸
拾
憂
国
の

内
∴
∴
琵

金
武
輸
入
団
は

塵
買
手
常
、
傭
人
料

金
六
拾
五
回
は

痘
苗
消
耗
品
薄
潔
法
に
よ
さ
賄
及
滑
毒
其

他
備
品

一
〇
、
鼓
助
黄
　
金
六
回
吠
　
貧
困
着
救
助
料

一
二
∵
警
備
損
　
金
九
百
塞
拾
七
回
の

金
慶
百
九
拾
九
回
は

ー
ホ
ー
ス
三
本
、
ボ
ー
ズ
籍
及
消
防
手
靴
消

防
義
禽
負
担
婁
他
雑
費

金
武
百
五
抱
囲
は

、
信
菰
窒
改
築
其
他
修
繕
費

三
極
彊
縛
弼
　
奪

三
、
諸
税
及
負
担
金
萱
千
五
百
八
讃
四
囲
は

隔
離
病
禽
負
担
及
園
府
税
の
親
金

一
四
、
雑
支
出
∴
金
萱
百
四
拾
園
は

行
路
病
人
及
精
細
病
人
監
護
費
及
徴
兵
旅

費
藷
金
滞
納
庭
分
費
∴
-

一
五
、
、
醸
瞞
費
∴
金
四
百
七
輪
六
園
は

↑
預
備
費
で
あ
り
ま
す

之
が
経
常
部
で
あ
り
ま
し
て
臨
時
部
を

左
に

一
、
基
本
財
産
積
戻
金
∴
金
八
百
八
拾
重
囲
は

)
役
場
及
攣
校
の
基
本
財
産
積
立
金

二
、
寄
附
会
合
登
千
七
百
五
輪
園
は

山
城
園
塾
分
場
敷
地
損
韻
に
封
す
る
寄
附

i金

三
一
謹
話
所
管
繕
費
　
金
五
千
回
は

登
誼
厨
事
務
所
倉
庫
、
官
舎
建
築
費
整
地

襲
設
備
其
他
雑
費
-

雌
の
合
計
経
常
部
臨
時
部
合
せ
て
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金
填
萬
六
千
五
百
八
強
武
園
地
で
め
り
ま
す

併
面
的
の
支
出
の
金
額
を
如
何
に
し
て
徴
収

す
る
か
ご
申
さ
ば
左
に
申
上
げ
る
歳
入
に
て

御
承
知
あ
り
わ
し

①
歳
　
　
入

-
、
財
産
よ
り
生
ず
る
収
入

金
武
官
戴
捻
六
回
は
ー

粉
薬
債
券
額
面
四
千
四
百
九
拾
掛
に
鞠
す

る
年
五
分
の
利
き
郵
便
貯
金
少
額
の
利
子

さ
で
め
り
ま
す

二
、
使
用
料
及
手
数
料

金
四
師
七
輪
鴇
の
嫁

金
愛
育
密
輸
団
は
　
高
等
科
兇
董
百
八
分
授

業
料
で
あ
り
ま
ず
く

金
雷
四
輪
八
回
は
督
讐
鷲
謹
鞋

音
数
料
及
戸
籍
の
手
数
料

三
、
を
附
金
∴
金
七
百
七
輪
六
回
は

国
務
府
税
の
徴
収
交
附
金
で
め
り
ま
す
、
雌

の
金
が
即
ち
細
説
の
成
績
が
よ
け
れ
ば
増
し

ー
轟
け
れ
ば
滅
ず
る
の
で
め
り
ま
す

四
、
国
庫
下
渡
金
　
金
四
千
五
百
圏
は
義
務
教

育
費
さ
し
て
国
庫
よ
り
の
補
助

金
萱
百
戴
拾
園
は
ー
行
路
病
人
締
脚
病
人
及

徴
兵
旅
費
等
の
線
番
金
戻
入

七
、
町
穣
　
金
武
萬
六
千
七
百
九
拾
九
回

雌
の
金
額
が
即
ち
町
民
一
般
よ
り
徴
牧
す

る
金
で
め
り
ま
す
巽

的
　
　
議

会
四
千
七
百
八
拾
六
回
は

田
畑
宅
、
雑
地
異
他
線
て
の
地
租
に
係
を

税
金
′

金
四
百
拾
四
囲
は

圃
穣
塔
業
収
益
硯
の
附
加
硯
、
本
親
一
回

に
討
し
て
町
務
が
六
十
銭

金
武
千
八
百
武
拾
墓
園
は
　
　
　
　
一

家
屋
擬
、
本
璃
一
国
に
付
五
十
銭

金
戴
千
五
百
七
輪
憂
国
は

灘
稲
親
の
附
加
稲
、
其
雑
種
の
内
に
わ
不

動
産
収
得
挽
、
電
柱
競
、
遊
興
稔
、
諸
事

莫
他
種
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
~

金
五
百
四
輪
四
囲
は

府
税
管
楽
擬
附
加
穣
　
本
穣
一
園
に
付
八

十
餞
　
ノ

金
堂
萬
五
千
六
百
五
輪
九
回
は

特
別
穣
戸
数
割
、
現
在
賦
課
敦
を
一
月
寧

均
に
す
る
守
武
治
重
囲
七
輪
戴
讐
ハ
厘
、

覇
年
よ
l
♭
一
月
に
付
入
拾
八
餞
減
じ
て
居

⑤
臨
時
部
歳
入
に
於
き
よ
し
で
は

二
、
府
よ
り
の
輔
助
金
　
金
堂
百
五
回
は
青
年

訓
練
所
及
樽
染
病
塚
院
費
の
補
助
　
　
、
{

、
選
馨
有
権
者
へ
は
二
十
日
蘭
後
に
入
場
舞
を

配
付
し
ま
す
か
ら
投
票
の
皆
目
持
参
し
て
受
付

所
に
て
到
着
番
擬
の
託
八
を
受
け
ね
ぼ
な
り
ま

せ
ん

、
避
寒
人
は
印
形
を
携
帯
す
る
必
要
は
有
h
‥
ま

、
礎
定
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
み
な
い
人
で
も
避

弼
彊
塁
縄
華
無
籍

用
し
ま
す
避
寒
人
名
簿
は
昨
年
の
九
月
十
五
月

現
淀
に
よ
り
調
製
し
て
あ
b
さ
す
の
で
名
簿
調

製
の
日
に
於
で
満
二
十
五
歳
に
満
た
な
い
人
で

避
寒
の
営
日
蓮
に
其
年
齢
に
遷
す
一
る
人
手
か
名

簿
調
製
の
日
に
於
で
町
住
民
た
る
こ
三
一
ヶ
年

に
満
た
な
い
人
で
選
碁
の
営
旦
運
に
二
ヶ
年
に

滞
つ
る
者
と
か
は
無
論
避
寒
樫
を
行
使
す
る
串

は
絶
対
に
出
家
ま
せ
ぬ
が
稜
避
寒
榛
は
立
派
に

出
称
ま
す
故
考
へ
ち
か
び
の
無
い
榛
に
∴
∴
∴

二
、
国
庫
よ
り
の
補
助
金
　
金
武
拾
五
回
は

農
林
省
商
工
省
よ
り
の
統
計
費
の
補
助

三
、
寄
附
念
　
書
金
武
千
五
百
回
は
/

登
謡
厨
新
築
に
闘
し
て
閲
係
村
よ
り
の
寄

附
金

雌
の
合
計
経
常
部
臨
時
部
合
せ
て

会
食
萬
六
千
五
百
八
拾
武
図
也
と
な
る
の
で
彿

座
い
ま
す
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∵

聾ヽ

二

・

　

斗

　

　

　

-

り

す

で

も

　

‥

「

二
・
ユ
∴
丁

ー
、
雌
の
避
寒
合
に
於
で
法
定
の
数
に
達
し

i
り
な
が
ら
宮
越
着
き
な
ら
さ
る
宥
め
る
時
は
議

員
に
閲
貝
の
生
し
た
時
に
は
補
欠
選
碁
を
行
な

ず
直
ち
に
避
寒
合
を
開
い
て
共
著
の
中
に
つ
き

営
選
者
を
定
む
る
の
で
め
り
ま
す

一
、
投
票
は
ー
正
三
晴
に
閉
鎖
し
ま
す
か
ら
時
間
に

遅
れ
ぬ
擦
お
越
し
下
づ
い
.

一
、
開
票
開
始
前
を
除
く
外
選
塞
人
は
其
の
選
碁

合
の
塞
親
を
求
む
る
野
が
出
水
ま
す
か
ら
係
員

の
許
可
を
受
け
て
入
場
し
て
下
さ
い

何
選
馨
の
翠
に
裁
て
は
本
年
二
月
一
日
詮
行
の
第

三
駿
町
報
御
参
照
下
さ
い

避
寒
曾
甥
、
投
票
日
時
、
鬱
貝
殻
、
開
票
日
時

等
に
就
き
左
記
の
通
り
告
示
を
馨
行
し
ま
し
た

宮
示
第
〇
競

昭
和
四
年
四
月
二
十
五
日
本
町
曾
議
員
縄
選
馨

ヲ
行
フ
薫
ノ
避
寒
曾
場
、
投
票
ノ
日
時
及
選
碁

ス
べ
キ
議
員
薮
墟
開
票
ノ
日
時
左
ノ
如
シ

一
∵
選
港
曾
揚
　
本
町
役
場

二
、
投
票
ノ
日
時
　
四
月
二
十
五
日

午
前
入
時
ヨ
リ
午
後
三
時
マ
デ

三
、
避
寒
ス
ペ
キ
議
員
数
　
十
二
八

四
、
開
票
ノ
日
時
　
四
月
二
十
五
日

-
午
後
三
時
二
十
分
開
始

昭
和
四
年
四
月
十
五
日

田
蓮
町
長
　
吉
山
虎
三

告
示
第
二
蹴

町
村
制
第
二
十
二
條
第
八
項
ノ
規
定
)
【
依
り
本

町
曾
議
員
選
碁
二
月
エ
ペ
キ
投
票
用
紙
ノ
式
左

ノ
遁
走
ム

選
導
入
ノ
氏
名
チ
透
見
シ
得
ザ
ル
紙
質
ノ
モ
ノ
ヲ
用
事

滑
防
　
に
　
勅
　
て

昭
和
四
年
四
月
十
五
日

田
遽
町
長
　
青
　
山
　
虎
　
三

此
ノ
端
チ
切
目
-
一
差
込
ム

日
渡
町
各
議
員
選
塞
投
票

国
選
町

役
場
印

備
考
・
用
紙
ハ
折
壁
ミ
グ
ル
場
合
-
-
於
テ
外
部
ヨ
¥
り
蔽

去
三
二
月
八
日
よ
り
十
二
日
ま
で
五
日
開
脚
月
商

に
於
で
開
催
の
日
本
滴
陽
協
曾
講
習
食
に
左
記
の

諸
氏
出
席
熱
心
に
講
習
を
終
了
さ
れ
ま
し
た

感
謝
致
し
ま
す
と
共
に
購
求
一
層
奮
励
御
研
究
の

横
を
希
望
し
ま
す

田
遽
滑
防
組
頭
　
北
川
忠
一
郎
氏
-

・
ガ
ソ
リ
ン
脚
筒
磯
聞
手
　
北
川
種
次
郎
氏

′
　
全
、
　
　
　
　
　
　
竹
村
六
一
氏

仝
一
　
　
　
　
　
　
太
田
清
治
氏

本
年
徴
兵
検
査
期
日
に
裁
て

本
年
度
、
徴
兵
検
査
の
期
臣
は
凍
る
七
月
二
十
七
日

に
定
ま
っ
て
か
ま
す
何
れ
一
ケ
月
程
前
に
な
り
ま

ず
さ
出
頭
通
達
書
を
差
出
㌦
ま
す
が
念
の
篤
め
お

知
ら
せ
申
上
げ
ま
す

本
年
の
一
書
月
十
周
に
野
砲
兵
第
二
十
二
聯
隊
へ
入

螢
せ
ら
れ
た
河
村
宇
之
助
君
は
去
る
三
月
二
十
三

陣
満
州
守
備
に
出
殺
さ
れ
ま
し
た
氏
の
武
運
長
久

を
漸
り
さ
し
よ

⑥
雑
∴
∴
輩

○
敬
　
老
　
禽

常
町
第
九
回
敬
老
倉
は
去
る
四
月
三
日
年
前
十
一
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二四〇〇　三　二〇九、九

四六五一三四三三三三
八二二〇〇八八七九

時
小
筆
校
琵
聾
で
開
催
し
出
席
者
(
七
十
歳
以
上
)

百
十
六
各
式
は
脚
式
を
以
て
最
も
巌
輔
に
執
行
さ

れ
町
婦
人
合
の
斡
旋
に
て
行
き
届
い
た
世
話
の
下

に
婁
貧
に
移
り
奈
良
新
温
泉
錬
興
部
の
喜
劇
が
あ

り
で
七
十
幾
つ
か
の
怨
が
雌
の
臼
一
日
に
延
び
切

つ
ー
だ
エ
ロ
ふ
程
満
足
を
輿
へ
て
午
後
四
時
談
合

〇
、
嗣
南
備
前
紐
遷
座
祭

掌
町
式
内
村
紐
紳
南
備
翻
魁
々
殿
改
築
に
付
き
去

る
一
一
万
二
十
二
日
午
後
七
時
よ
り
遷
座
縁
を
執
行

さ
れ
青
山
町
長
は
太
田
書
紀
を
随
行
せ
し
め
参
向

や
ら
.
れ
ま
し
た

○
自
治
講
習
曾
終
了

三
月
四
日
よ
り
二
十
五
日
蓮
京
都
府
蟻
に
於
で
開

催
の
京
都
府
町
村
吏
員
長
期
自
給
講
習
曾
に
営
町

よ
り
村
上
書
記
選
抜
さ
れ
目
出
度
く
終
了
さ
れ
ま

し
た「

∵
壁
級
蒐
量
薮
及
担
任
(
四
月
五
日
現
在
)

寧
年
　
組
　
男

爵

一

中

書

一

五

憲
一
、
乙
一
五

尋
二
年
　
　
二
四

、
女
　
　
計
　
　
担
　
任

一
七
　
三
三
　
山
田
鳳
信

一
九
　
三
四
　
前
田
　
ハ
　
ナ

轟
き

尋
三

尋
四

書
四

書
五

尋
五

甲
↓

乙

二
〇

二
八

一
八

二
ハ

四
〇

●

●

●

●

●

●

　

¥

尋
六
年
　
二
二

高
一
卒
園
　
二
八

商
二
年
　
　
二
六

質
業
補
習
撃
梗

撃
校
長

坂
本
　
忍

藤
井
仙
太
郎

出
島
光
次
郎

盲
本
千
代

中
村
廣
二

片
岡
蒲
太
郎

木
口
　
新
治

小
泉
　
渉

杉
澤
好
和

大
槻
　
満

天
粗
　
壁
・

合
計
　
二
四
二
　
二
六
〇
五
〇
二

二
、
職
、
員
　
異
　
動

○
轄
任
　
村
田
　
朗
　
相
楽
郡
狛
田
横
長
ト
シ

テ
滅
入
年
九
ケ
月
(
本
校
在
職
期
間
)

中
村
鳳
太
郎
、
綴
喜
郡
八
幡
校
へ
・

満
四
ヶ
年
　
　
(
本
校
在
職
期
間
)

○
赴
任
　
杉
澤
好
和
　
相
楽
郡
ヨ
リ

縞
井
仙
太
郎
　
田
原
梗
ヨ
リ

○
短
期
現
役
兵
ト
シ
一
ブ
片
岡
蒲
太
郎
君
深
革
歩
兵

九
聯
隊
第
十
中
隊
一
-
入
隊
　
　
　
　
　
　
で

リ
　
(
自
四
月
】
日
歪
八
月
三
十
一
日
)

⑤
「
本
町
の
東
部
を
貫
通
し
て
居
る
都
市
さ

の
主
要
交
通
機
関
l
の
言
電
車
は
無
言
の

内
に
我
々
農
家
に
何
を
物
語
っ
て
居
る

で
も
ら
う
…
?
」
　
¥

◎
田
蓮
町
の
農
薬
経
螢
改

馨
の
時
期
は
到
衆
し
た

太
　
田
　
技
㌧
手

現
種
本
町
農
業
の
殆
ん
ざ
米
変
作
で
あ
る
・
㌻

は
御
承
知
の
通
丸
で
米
変
在
役
の
農
業
経
螢
港
は

最
早
や
行
詰
り
で
、
田
下
の
米
変
債
格
で
は
到
底

国
難
や
事
は
御
互
痛
切
に
戚
ず
る
所
で
め
っ
て
、

雌
慶
に
眞
剣
に
な
っ
て
農
業
経
鐙
の
改
善
を
必

要
さ
す
る
所
以
で
あ
る
、
今
左
に
本
町
農
薬
籠
啓

改
善
に
営
り
「
原
動
力
」
を
な
る
二
三
の
事
柄
に

就
い
て
遽
ぶ
れ
ば

二
、
現
在
の
農
業
経
螢
方
法
は
行
詰
り
で
あ
る

二
、
都
市
市
場
さ
の
連
絡
が
容
易
に
な
っ
て
、

≒
自
己
の
研
究
心
が
盛
ん
に
な
っ
て
へ

四
、
農
産
物
の
販
賓
方
法
が
改
善
さ
れ
て

笹
で
あ
る
、
其
の
賞
例
真
価
に
就
い
て
各
位
の

決
心
を
促
進
す
る
次
第
で
あ
る

一
、
現
在
の
農
薬
経
螢
は
行
諮
享
・
・
・
?

都
合
附
透
の
農
業
の
経
箆
を
見
る
に
殆
ん
ざ
競

楽
栽
培
で
御
承
知
の
通
り
反
営
五
六
百
回
か
ら
藍

子
図
位
の
収
益
は
容
易
で
、
一
家
三
度
歩
位
の
耕

作
は
至
難
で
な
い
、
加
ふ
る
に
冬
季
農
閑
期
は
し
こ

き
り
に
育
苗
、
米
促
成
栽
培
、
不
時
栽
培
を
な
し

衛
球
根
草
花
並
に
生
花
用
の
樹
木
を
楠
込
み
で
、

基
地
、
宅
地
の
小
帝
積
を
利
用
し
て
存
外
の
利
径

を
収
め
て
居
る
農
家
の
数
多
く
近
く
本
町
に
も
二

二
熱
心
家
の
表
ほ
れ
て
泰
る
こ
き
は
喜
ば
し
き
現

象
で
あ
る
、
西
瓜
栽
培
に
し
て
も
三
百
国
内
外
に



日五十月音四年四和昭

、　巧離

(7)∴　音競　四　第 国選町報

跡
作
譲
葉
で
百
回
余
を
雌
め

玉
葱
一
甘
藍
、
最
近
慧
外
の
、
利
益
を
塞
げ
得
る
は

苺
栽
培
で
:
・
れ
も
電
車
を
利
用
し
て
蒔
狩
り
を

計
蕎
す
る
ぢ
面
白
い
、
先
年
梨
樹
を
掘
起
し
て
、

桑
樹
を
栽
櫨
さ
れ
だ
が
、
隣
村
で
は
有
に
三
百
回

か
ら
五
官
囲
、
前
隼
久
世
郡
巣
材
で
は
八
百
回
余

を
収
得
さ
れ
た
さ
は
革
質
が
雄
韓
に
物
語
っ
て
め

る
、
即
ち
「
生
産
の
宮
に
は
際
限
な
し
」
で
か
、

近
年
唱
導
さ
れ
て
屠
る
立
体
式
農
業
法
は
輩
純
な

仕
方
で
な
し
に
出
来
得
る
だ
け
集
約
に
密
に
こ
ま

な
い
榛
に
な
っ
た
、
伺
山
野
を
開
墾
し
て
は
果
樹

地
に
し
て
、
反
営
二
三
面
図
か
ら
五
官
園
の
収
益

経
緯
軽
輩
諾
謹
華
謹

十
貫
の
良
泉
を
収
穫
し
丁
寧
均
/
一
貫
由
一
国
会
と

は
、
か
り
に
一
反
歩
六
十
本
橘
込
み
さ
す
れ
ば
一

反
歩
霊
千
武
苗
固
さ
云
ふ
多
額
に
な
る
、
勿
論
苗

木
選
韓
∴
勇
定
整
技
、
肥
料
、
苦
虫
擬
除
壁
買
方

港
等
主
よ
り
左
右
さ
る
ゝ
岳
で
舵
慶
に
果
樹
園
塾

家
の
技
術
の
要
す
ろ
所
で
そ
れ
だ
け
趣
味
の
存
す

る

厨

で

あ

る

。

一

　

　

　

　

　

一

故
に
本
町
農
家
は
先
づ
一
年
中
の
割
合
農
閑
の

時
期
、
米
変
作
に
不
利
な
る
土
地
、
例
へ
ば
草
書

拙
筆
は
一
家
の
努
力
、
土
質
の
状
態
に
依
り
愈
々

鼠
両
日
に
改
善
す
べ
き
で
、
幸
に
し
て
前
詫
米
債

主
体
で
は
農
家
さ
し
て
ー
経
営
難
な
る
事
を
早
く
も

白
壁
さ
れ
て
割
合
複
雑
労
る
経
欝
に
遷
唇
さ
る
、

熱
心
家
の
迫
々
現
は
る
る
皇
宮
ぶ
吹
第
で
あ
る
が

先
撰
者
は
御
自
重
あ
ら
人
事
を
〇

二
、
都
市
邁
鰭
が
容
易
に
な
っ
て

農
壷
物
の
宣
鱒
販
賞
に
目
醍
し
い
は
九
姐
宮
崎

嬢
で
昨
年
飛
行
機
で
場
で
京
阪
卿
の
三
大
都
市
に

均
し
て
販
路
顕
醸
す
る
た
め
に
、
大
貴
僧
を
な
l
し

全
国
愚
衆
は
勿
論
大
市
場
造
規
を
取
ら
れ
て
、

や
れ
宮
崎
だ
、
宮
崎
だ
ご
一
時
に
注
文
殺
到
、

お
荷
物
は
高
傾
ぎ
云
ふ
具
合
で
思
ふ
存
分
壁
買
し

て
近
傍
都
市
へ
の
本
町
農
家
出
荷
物
の
鼻
先
を
子

ぢ
か
ー
れ
た
が
事
か
、
不
幸
か
本
町
は
屋
程
唖
荷
物

が
な
く
何
等
反
動
な
く
無
関
心
の
有
様
で
今
交
通

磯
廟
を
利
用
し
で
市
場
、
滴
費
着
側
尊
号
の
連
絡

好
都
合
で
各
方
面
の
刺
戦
を
受
け
る
輩
が
多
く
、

I
今
雌
時
に
吾
々
は
農
業
脛
瞥
方
法
に
改
良
を
加
へ

一
時
先
を
制
し
て
勝
を
得
る
箆
悟
で
、
一
年
早
け

れ
ば
そ
れ
だ
け
面
白
い
従
っ
て
邪
径
も
瞭
加
す
る

他
町
村
農
家
烏
期
先
を
制
す
べ
く
各
種
方
面
に

溝
田
す
べ
き
が
最
大
の
要
件
で
あ
る
。

三
、
自
己
の
研
究
で
経
螢
方
法
改
良
す
る

近
頃
の
農
薬
の
仕
方
は
頭
の
農
業
経
箆
で
昔
か

ら
百
姓
は
阿
保
が
す
る
一
㌢
奉
っ
て
居
っ
た
が
、
襲

化
の
な
い
大
古
式
農
業
法
で
あ
/
れ
ば
そ
れ
で
よ
い

が
、
時
勢
は
許
さ
な
い
、
頭
の
活
用
が
大
切
で
∵

そ
こ
に
大
差
が
出
家
丁
重
上
及

す
結
果
は
賞
に
重
大
な
革
は
論
を
ま
ね
な
い
、
頭

式
農
業
法
で
声
肝
心
な
の
高
「
里
の
改
良
発
つ

眼
病
は
早
く
治
療
す
べ
き
で
、
農
業
各
種
の
仕
方

に
つ
い
て
彼
廟
迄
も
見
え
透
る
横
、
即
ち
先
進
地

模
範
地
の
漑
寮
に
よ
っ
て
眼
病
を
治
療
し
書
籍
雑

告
ぎ
頭
で
考
へ
及
ぼ
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
欠
に
「
耳
」
の
活
用
で
講
習

講
演
官
等
に
は
萬
難
を
排
し
て
立
寄
る
撥
に
し
て

耳
の
掃
除
を
な
す
、
斯
く
し
て
農
業
の
仕
方
の
先

つ
頭
(
基
礎
)
を
改
善
計
萱
す
べ
き
で
あ
る
。

四
、
農
産
物
の
販
貴
方
選
書
の
改
善

御
互
農
業
者
は
出
家
得
る
限
り
農
産
物
を
最
も

有
利
に
嬢
頁
し
て
初
め
て
震
業
盛
徳
の
目
的
に
到

一
蓮
せ
し
も
の
ご
考
へ
て
差
支
か
な
い
、
然
る
に
年

々
歳
々
、
生
産
よ
り
販
責
が
一
番
肝
心
な
掌
は
誰

人
も
知
り
つ
ゝ
全
じ
苺
を
繰
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
醇
は
最
も
恥
辱
で
、
免
づ
如
何
に
す
れ
ば
農

産
物
が
一
つ
の
商
品
香
し
で
都
官
の
消
費
者
に
可

愛
か
ら
れ
で
責
れ
行
く
か
が
先
決
問
題
で
、
こ
れ

避
到
着
し
て
苦
心
せ
し
生
産
の
利
潤
が
多
く
見
出

す
こ
き
が
出
乗
る
の
で
、
先
進
地
の
有
様
を
見
る

に
優
良
品
の
、
生
産
ご
仝
時
に
相
欝
の
数
量
を
纏
め

て
選
別
荷
造
方
法
も
改
善
を
加
へ
、
個
人
主
義
利

己
主
義
を
排
し
て
共
同
の
利
益
を
考
へ
る
時
に
共

存
典
薬
の
成
果
を
修
め
、
睡
魔
に
裳
業
態
軽
の
改

善
よ
が
及
ぼ
す
利
径
が
生
れ
て
乗
る
の
で
あ
る
℃

」
　
伺
今
一
つ
附
帯
條
笹
こ
し
て
販
責
は
穏
宙
か
ら

ざ
去
っ
て
種
苗
購
入
の
時
に
大
学
定
ま
れ
る
事
で

最
初
隣
人
に
一
入
の
研
究
を
要
守
る
韓
を
む
申
添

え
て
置
く
、
用
器
、
内
容
品
の
選
別
籍
も
肝
要
な

軍
師
で
あ
る
。

時
期
正
に
本
町
墓
業
経
螢
脚
新
の
一
大
要
路
に

営
り
農
家
諸
賢
の
奮
起
を
熱
望
し
て
稿
を
止
む
。
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町
合
議

◎
米
七
看
取
り
蕃
林
氏

苗
代
着
眼
点

若
林
氏
は
御
承
知
の
通
り
咋
昭
和
三
年
度
に
、

財
団
法
人
富
民
協
曾
主
催
の
二
府
十
藤
に
係
る
稲

作
多
収
穫
競
技
食
に
七
石
高
合
の
貰
収
穫
を
得
ら

れ
た
る
日
本
稲
作
藤
威
藷
で
あ
る
今
金
氏
の
宙
代

に
就
き
二
一
の
主
眼
点
を
避
ぺ
近
々
準
備
さ
る
ゝ

苗
代
の
御
参
照
ま
で
に

⑤
常
は
「
太
く
、
騒
く
、
短
く
、
堅
く
、
」

一
、
百
代
位
置

●
苗
代
勉
は
表
土
へ
作
り
土
)
浅
く
し
て
、
肥
過

●
乾
燥
し
み
き
土
地
・
(
冷
え
な
い
厨
)

●
冷
水
の
不
断
掛
る
土
地
は
不
可
、
板
張
り
が
到

っ
て
不
良
従
っ
て
宙
の
根
元
軟
弱
ご
な
る

●
形
は
短
尺
に
せ
な
い
と
事
大
不
便
、

二
、
肥
　
　
料

苗
代
期
間
は
割
合
に
短
さ
故
に
人
糞
尿
の
様
な

も
の
を
多
記
す
な
き
軟
弱
ど
な
る

棉
質
粕
三
十
匁
、
過
燐
酸
八
十
匁
、
灰
三
百
匁

人
糞
尿
一
部
に
三
賞
、
巴
百
匁
　
¥

三
、
播
種
量

一
坪
皆
か
七
勺
、
一
反
歩
十
五
嘩
掛
る

四
、
管
　
　
肥

間
引
一
寸
余
の
防
衛
移
概
す
る
で
の
事

其
他
苗
の
尖
端
を
塵
す
る
、
強
い
苗
を
作
る
ね

的

l
蛙
雁
に
幅
膚
に
憧
膣
憎
i
苗
の
蒲
臓

惇
確
で
西
瓜
栽
培
の
諮
習
合
を
開
催
す
仝
氏
の
熟
/
曾

で
あ
る

¥
五
、
位
榛
は

揚
苗
代
式
で
濫
造
水
を
掛
け
て
鰭
鞠
に
床
上
に

は
水
は
揚
ら
な
い
こ
と
、
之
れ
で
一
本
常
で
五

六
本
以
上
分
築
し
て
屠
る

◎
農
禽
ニ
ュ
ー
ス

○
町
屋
曾
事
務
所
新
築
成
る

大
典
諦
念
事
業
と
し
て
計
蓋
さ
れ
た
本
曾
琵
務

所
は
町
役
場
と
接
醸
し
た
位
置
に
建
設
成
り
愈
々

農
合
は
濁
立
し
て
諸
般
の
改
善
斡
旋
総
両
に
活
動

す
べ
く
準
備
整
ふ
落
成
式
は
今
一
部
の
成
功
を
見

て
泰
月
碁
式
の
醸
定
今
後
益
々
御
利
用
の
積
を
希

望
すす

　
0
花
井
i
組
合

咋
秋
本
府
裳
務
課
よ
り
特
に
本
町
田
遽
憶
を
指

定
さ
れ
て
配
布
を
受
け
た
球
根
「
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
、
チ

エ
。
∵
ツ
ブ
、
百
合
」
を
貸
地
に
桶
付
け
た
花
組
合

員
は
其
後
熱
心
な
る
栽
培
法
を
な
し
最
近
美
麗
な

る
花
を
見
る
、
購
求
有
望
、
こ
れ
も
電
車
開
通
の

た
め
か
。

・
〇
西
瓜
栽
培

参
月
初
句
奈
良
顆
篤
蔑
家
別
所
又
-
氏
の
泰
町

心
な
る
体
験
談
を
貸
地
を
祭
ね
で
の
諸
管
を
受
け

八
十
三
名
の
熱
心
家
は
満
会
を
期
す
ぺ
く
準
備
さ

れ
て
あ
る
面
積
約
四
丁
金
作
付
人
数
百
三
十
各
会

最
近
組
合
組
織
の
協
議
曾
開
催
醸
足
下
辞
さ
れ

て
管
理
に
充
二
分
の
御
注
意
を
嬰
む
?

当
○
碗
豆
立
霊
規
投
合

本
町
特
産
物
の
一
つ
た
る
競
豆
は
最
近
市
場
で

日
本
一
国
選
競
豆
の
名
辞
の
基
に
人
気
を
博
し
て

居
る
、
之
れ
頂
土
質
が
競
豆
栽
培
に
好
適
し
て
居

る
関
係
も
あ
ら
う
が
、
営
業
者
各
位
の
熱
心
な
る

栽
培
法
宜
し
き
に
存
し
て
屠
る
、
今
年
は
競
豆
の

立
毛
の
審
査
を
な
し
擾
良
の
栽
培
家
は
そ
れ
〈

賞
を
授
輿
す
る
壕
定
、
今
よ
り
熱
心
に
特
に
無
塙

芽
の
摘
取
り
に
御
注
意
♪
ら
ん
掌
を
望
む
。

〇
苗
代
準
備
講
演
禽

四
月
下
旬
例
年
通
り
苗
代
改
善
講
演
食
に
各
部

落
巡
回
す
る
駿
足
、
苗
代
は
健
酋
育
成
厨
で
あ
る

か
ら
充
分
薄
く
、
聖
一
食
-
四
谷
造
、
稲
子
は
是

非
鑑
水
運
潜
の
も
の
、
各
匪
巡
回
賃
施
す
。
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◎
米
七
看
取
り
蕃
林
氏

苗
代
着
眼
点

若
林
氏
は
御
承
知
の
通
り
咋
昭
和
三
年
度
に
、

財
団
法
人
富
民
協
曾
主
催
の
二
府
十
藤
に
係
る
稲

作
多
収
穫
競
技
倉
に
七
石
玉
食
の
貰
収
穫
を
得
ら

れ
た
る
日
本
稲
作
擢
威
藷
で
あ
る
今
金
氏
の
宙
代

に
就
き
二
一
の
主
眼
点
を
述
べ
近
々
準
備
さ
る
1

苗
代
の
御
慶
照
ま
で
に

⑰
苗
は
「
太
く
、
騒
く
、
短
く
、
堅
く
、
」

一
、
喜
代
位
置

●
苗
代
勉
は
表
土
へ
作
り
土
)
浅
く
し
て
、
肥
過

●
乾
燥
し
み
き
土
地
・
(
冷
え
な
い
所
)

●
冷
水
の
不
断
掛
る
土
地
は
不
可
、
板
張
り
が
到

っ
て
不
良
従
っ
て
宙
の
根
元
軟
弱
ご
な
る

●
形
は
短
尺
に
せ
な
い
と
事
大
不
便
、

二
、
肥
　
　
料

苗
代
期
間
は
割
合
に
短
さ
故
に
人
糞
尿
の
様
な

も
の
を
多
記
す
な
き
軟
弱
ど
な
る

棉
質
粕
三
十
匁
、
過
燐
酸
八
十
匁
、
埜
二
百
匁

人
糞
尿
一
部
に
三
賞
、
巴
百
匁
　
¥

三
、
播
種
量

一
坪
営
五
七
勺
、
一
反
歩
十
五
坪
掛
る

四
、
管
　
　
肥

間
引
一
寸
余
の
防
衛
移
概
す
る
で
の
事

巽
他
常
の
尖
端
を
煙
す
る
、
強
い
苗
を
作
る
ね

勤

め,

で
あ
る

¥
五
、
位
榛
は

揚
苗
代
式
で
濫
造
水
を
掛
け
て
鰭
鞠
に
床
上
に

は
水
は
揚
ら
な
い
こ
と
、
之
れ
で
】
本
常
で
五

六
本
以
上
分
築
し
て
屠
る

巽
他
二
三
有
る
が
、

◎
農
禽
ニ
ュ
ー
ス
　
ゝ

○
町
農
曾
事
務
所
新
築
成
る

大
典
諦
念
事
業
さ
し
て
計
薔
さ
れ
た
本
宮
琵
務

所
は
町
役
場
と
接
簿
し
た
位
置
に
建
設
成
り
愈
々

農
合
は
濁
立
し
て
諸
般
の
改
善
斡
旋
総
面
に
活
動

す
べ
く
準
備
整
ふ
落
成
式
は
今
一
部
の
成
功
を
見

て
架
月
馨
式
の
醸
定
今
後
益
々
御
利
用
の
種
を
希

望
す伊

　
〇
番
/
井
i
組
合

咋
秋
本
府
震
務
課
よ
り
特
に
本
町
田
遽
憶
を
指

定
さ
れ
て
配
布
を
受
け
た
球
根
「
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
、
チ

エ
リ
ッ
プ
、
百
合
」
を
貸
地
に
桶
付
け
た
花
組
合

員
は
其
後
熱
心
な
る
栽
培
法
を
な
し
最
近
美
麗
な

る
花
を
見
る
、
購
求
有
壁
:
」
れ
も
電
車
開
通
の

た
め
か
。

・
〇
西
瓜
栽
培

憂
月
初
句
奈
良
顆
篤
蔑
家
別
所
叉
-
氏
の
来
町

を
得
て
西
瓜
栽
培
の
琵
習
合
を
開
催
す
仝
氏
の
熟

心
な
る
体
験
談
を
貸
地
を
祭
ね
で
の
琵
管
を
受
け

八
十
三
名
の
熱
心
家
は
満
会
を
期
す
ぺ
く
準
備
さ

れ
て
あ
る
面
積
約
四
丁
金
作
付
人
数
百
三
十
各
会

最
近
組
合
組
織
の
協
議
曾
開
催
酸
度
下
種
さ
れ

て
管
選
に
充
二
分
の
御
注
意
を
嬰
む
。
く

′
　
○
碗
豆
立
霊
規
投
合

本
町
特
産
物
の
一
っ
た
る
競
豆
は
最
近
市
場
で

日
本
一
国
選
醗
豆
の
名
辞
の
基
に
人
気
を
博
し
て
-

居
る
、
之
れ
載
土
質
が
競
豆
栽
培
に
好
適
し
て
居

る
関
係
も
あ
ら
う
が
、
営
業
者
各
位
の
熱
心
な
る

栽
培
法
宜
し
き
に
存
し
て
居
る
、
今
年
は
競
豆
の

立
毛
の
審
蚤
を
な
し
擾
良
の
栽
培
家
は
そ
れ
〈

賞
を
授
輿
す
る
醸
定
、
今
よ
り
熱
心
に
特
に
無
塙

芽
の
摘
取
り
に
御
注
意
や
ら
ん
掌
を
望
む
。

〇
苗
代
準
備
講
演
禽

四
月
下
旬
例
年
通
り
苗
代
改
善
講
演
食
に
各
部

落
巡
回
す
る
駿
足
、
苗
代
は
健
酋
育
成
厨
で
あ
る

か
ら
充
分
薄
く
、
望
一
食
-
四
谷
造
、
稲
子
は
是

非
鑑
水
選
撥
の
も
の
、
各
匪
巡
回
賃
施
す
。


